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ＪＲ九州労組 

 

～１２月１０日以降準備でき次第支給～ 

 

ＪＲ九州労組は１１月２２日、年末手当要求に関する第３回団体交渉を行い、会社か

ら「基準内賃金の２．５１ヵ月分を１２月１０日以降準備でき次第支払う」との回答を

受け、席上妥結した。 

中原博徳中央執行委員長は回答を受けて、「中期経営計画では減益を予想しているが、

社員あってのＪＲ九州グループであることを十分に認識するべきであり、上場後の株主

への還元は一定理解はするものの、ステークホルダーのひとつである社員にも還元する

よう強く主張しておく」と述べ、会社の対応を指摘。一方会社は、「税制特例措置の廃止

に伴う租税公課や減価償却費の増加などで、大幅な減益となった第２四半期決算を踏ま

えた回答であることをご理解いただきたい。なお、貴側から指摘があったステークホル

ダーについても『お客さま』『社員』『株主』のバランスを考慮していくが、会社施策の趣

旨もご理解いただきたい」と述べ、組合に対して理解を求めた。 

 


